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データセンターってなに？……

三井不動産が日野台の日野自動車工場跡地に計画しているデー

タセンターは、昭島市で計画されているものに次ぐ全国第２の巨

大なものと想定され、電力使用量、CO2排出量、排熱量も、日野

市全体のそれを遥かに超えることが懸念されています。

データセンターについて

日本共産党市議団はこう考えます

データセンターは、デジタル時代に必要なインフラとも言われ

ていますが、膨大なエネルギー消費やCO2排出が問題になり、ド

イツ、アイルランド、シンガポールや台湾など国際的にも規制の

動きが強まっています。

日本共産党市議団は国内外の動きを捉え、以下４点を提案して

います。

1.自治体の気候危機対策への遵守・適合

地方自治のまちづくりのルールや環境・気候危機対策を遵守し、

整合するものとすること

2.再生可能エネルギー100％使用する

使用する電力は、再生可能エネル

ギー電力とし、発電時にCO2を出さ

ないようにすること

3.徹底的な省エネルギーを追及する

データセンターの省エネを徹底

し消費電力や発熱量を減らすこと

4.建設はできるだけ寒冷な地域で

空冷などにより発生する膨大なエ

ネルギーを節約するため、立地は

できるだけ寒冷な地域にすること

［連載］「２度と不正問題を繰り返さないために」今月号は休載します

28
年
間
の

自
公
市
政
に
終
止
符
を

事
務
所
ニ
ュ
ー
ス
「
み
ど
り
と

清
流
」
を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ん
。
政
局
を
大
き
く
転
換
し

た
昨
年
の
総
選
挙
結
果
を
受
け
、

政
治
を
前
に
進
め
る
新
し
い
年
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
市
長
選
の
年
で
す
。
自

民
、
公
明
を
中
心
と
し
た
28
年
間

に
及
ぶ
馬
場
・
大
坪
市
政
は
、
河

内
久
男
元
副
市
長
に
よ
る
補
助
金

詐
欺
を
は
じ
め
と
し
た
数
々
の
不

正
・
腐
敗
と
表
裏
一
体
だ
っ
た
と

言
え
ま
す
。

こ
の
市
政
に
終
止
符
を
打
ち
、

何
よ
り
清
潔
・
公
正
で
、
人
や
環

境
に
優
し
く
、
地
域
産
業
を
支
え

応
援
す
る
、
そ
ん
な
潤
い
と
活
力

の
あ
る
新
し
い
市
政
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
決
意
し
て
い
ま
す
。

市
政
で
転
換
が
求
め
ら
れ
る

３
つ
の
重
要
課
題

日
野
市
政
に
は
、
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
３
つ
の
大
問
題
が

あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
蔓
延
し
て
い
た
違
法
・

不
正
・
利
権
体
質
か
ら
の
転
換
で

す
。
長
年
に
わ
た
る
不
正
・
腐
敗

の
構
造
は
、
自
治
と
は
対
極
に
あ

る
権
力
の
集
中
、
市
民
不
在
、
情

報
隠
し
と
表
裏
一
体
で
つ
く
ら
れ

て
き
ま
し
た
。

市
民
参
加
と
情
報
公
開
を
柱
と

し
た
自
治
基
本
条
例
ー
「
自
治
体

の
憲
法
」
を
制
定
し
て
自
治
の
ま

ち
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
が
ど

う
し
て
も
必
要
で
す
。

二
つ
に
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
市

政
運
営
か
ら
の
転
換
で
す
。
馬
場

市
政
か
ら
大
坪
市
政
に
至
る
ま
で
、

「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
を
何
と

３
回
も
発
出
し
、
水
戸
黄
門
の
印

籠
の
よ
う
に
「
財
政
難
」
「
行
革
・

コ
ス
ト
カ
ッ
ト
」
を
推
し
進
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
民
の

暮
ら
し
を
支
え
る
予
算
や
事
業
は

縮
小
さ
れ
、
職
員
の
削
減
・
非
正

規
化
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

転
換
が
必
要
で
す
。

三
つ
に
、
何
と
言
っ
て
も
日
野

の
「
推
し
」
で
あ
る
豊
か
な
自
然

環
境
や
住
環
境
を
大
切
に
す
る
環

境
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換

で
す
。

巨
大
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
建
設
問

題
は
、
市
の
環
境
に
対
す
る
ス
タ

ン
ス
が
鋭
く
問
わ
れ
て
い
る
問
題

で
す
。
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
上

げ
た
日
野
の
「
環
境
・
ま
ち
づ
く

り
の
ル
ー
ル
」
を
守
り
、
さ
ら
に

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
環
境
優
先
の

ま
ち
へ
の
転
換
・
発
展
を
め
ざ
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
立
場
を
乗
り
越

え
た
新
た
な
共
同
で

市
民
主
役
の
市
長
選
を

い
ま
、
地
域
も
社
会
も
、
そ
し

て
政
治
も
、
新
た
な
変
化
・
発
展

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
長
選

も
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
的
立
場
を

尊
重
し
な
が
ら
乗
り
越
え
共
同
す

る
、
何
よ
り
主
権
者
で
あ
る
市
民

一
人
ひ
と
り
の
意
思
が
大
事
に
さ

れ
、
多
様
な
要
求
や
運
動
が
生
か

さ
れ
る
、
そ
ん
な
新
し
い
市
長
選

に
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

候
補
者
も
、
選
挙
の
あ
り
方
も
、

市
民
の
声
や
願
い
が
生
き
る
「
市

民
が
主
役
」
の
市
長
選
に
。
そ
し

て
今
度
こ
そ
、
希
望
の
市
政
を
と

も
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新春 市
長
選
勝
利
で
新
し
い
政
治
を

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

市
議
会
議
員

中
野
あ
き
と

延命寺のロウバイ

（川辺堀之内）

報告と訴えを行う
清水とし子都議

▲多摩平イオンモール前



［無料法律相談日］202５年2月

（お申込み）☎042-582-1042
わたなべ三枝・清水とし子事務所

■ 6日（木）午後6時～8時

岡田じゅん子事務所

■13日（木）午後1時～３時

市役所６階共産党控室

こんにちは

都議会議員

清水とし子です

政治を

変える年に

若
い
記
者
の
憤
り
と
疑
問
が
、

政
局
を
動
か
す
大
ス
ク
ー
プ

を
呼
ん
だ
。
そ
ん
な
逸
話
を

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
目
で
リ

ア
ル
に
語
っ
た
人
が
い
た
▼
出
版
し

た
著
書
が
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会

議
の
Ｊ
Ｃ
Ｊ
賞
を
受
賞
し
、
贈
賞
式

に
出
席
し
た
後
藤
秀
典
さ
ん
は
、
赤

旗
記
者
の
Ｓ
君
に
出
会
う
。
「
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
」
は
24
年
度
の
Ｊ
Ｃ
Ｊ
大

賞
を
受
賞
。
Ｓ
君
は
関
係
者
の
１
人

と
し
て
そ
の
席
に
居
た
▼
彼
は
元
ト

ラ
ッ
ク
の
運
転
手
。
ハ
ン
ド
ル
を
握

り
ラ
ジ
オ
な
ど
を
聞
く
う
ち
、
「
世

の
中
お
か
し
い
」
と
感
じ
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
道
を
志
す
▼
し
か
し
高
卒

で
新
聞
社
や
テ
レ
ビ
局
に
入
社
で
き

る
道
は
無
く
、
唯
一
可
能
性
が
あ
っ

た
の
が
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
だ
っ
た
。

党
員
で
資
質
さ
え
あ
れ
ば
学
歴
も
経

歴
も
問
わ
れ
な
い
▼
赤
旗
記
者
に
な
っ

た
Ｓ
君
は
自
民
党
議
員
の
パ
ー
テ
ィ
ー

に
出
向
く
。
だ
が
数
万
円
も
払
っ
た

と
い
う
の
に
飲
み
物
す
ら
出
な
い
。

参
加
者
は
政
治
家
の
説
教
を
聞
く
だ

け
で
帰
さ
れ
た
▼
「
一
般
の
記
者
だ
っ

た
ら
そ
れ
が
普
通
と
思
い
、
疑
問
も

持
た
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
好
奇
心
と
、

そ
れ
が
問
題
だ
と
分
か
っ
た
ら
調
べ

上
げ
る
の
が
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
基

本
」
と
後
藤
さ
ん
は
語
る
▼
い
っ
た

い
参
加
者
の
券
代
は
ど
こ
に
行
っ
た

の
か
。
Ｓ
君
は
憤
り
気
の
遠
く
な
る

よ
う
な
調
査
が
、
若
い
赤
旗
記
者
た

ち
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
▼
特
集
番

組
ば
か
り
の
年
末
の
テ
レ
ビ
に
飽
き

て
、
ネ
ッ
ト
で
視
聴
し
た
一
年
を
回

顧
す
る
座
談
会
で
の
大
ス
ク
ー
プ
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
。
「
し
ん
ぶ

ん
赤
旗
」
な
ら
で
は
の
役
割
を
改
め

て
知
っ
た
年
の
瀬
だ
っ
た
。
（
Ｋ
）

短信

市民の暮らしを支えることよりも、世界最大級の噴水や

軍事費などに多額の予算が使われ、不正や裏金にまみれた

政治が横行する。こんな政治をかえるチャンスが選挙です。

昨年の総選挙では裏金議員が落選、自公が過半数を割っ

たことで、数の力で強行する政治はできなくなりました。

都知事選挙では「学校給食無償化を都内すべての自治体

で」という都民の声で、多摩地域への追加支援が実現、今

年１月、都内すべての自治体が無償になりました。

私は都議会で、日野の保健所の復活、シルバーパス、不

登校問題、新井交差点の汚水噴出問題、三沢の斜面地開発、

PFAS対策、路線バス・ミニバスの減便・廃止問題、データ

センター問題などを取り上げてきました。いつも、日野の

みなさんの声・運動と連携して質問してきました。

この「市民と野党の共同の議席」を必ず守り抜かなけれ

ばならないと、今年あらためて決意しています。

市長選、都議選、参議院選、全力で頑張ります。どうぞ、

みなさんのお力をお貸しください。

平山４丁目で建替え中だった「都営平

山アパート」が完成し、昨年末から入居

が始まっています。旧７号棟と８号棟を

建て替えていたもので、当初の完成予定

より２年半ほど遅れました。建物は１０

階建てで１７０戸です。

都営平山アパート

高層棟の入居開始

「
南
平
７
丁
目
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
前
の
北
野
街
道
に
横
断
歩
道

と
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら

寄
せ
ら
れ
て
い
た
要
望
は
、
清

水
と
し
子
都
議
を
通
じ
て
警
視

庁
に
申
し
入
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
末
、
警
視
庁
か
ら
の
回

答
が
あ
り
、
①
隣
接
す
る
横
断

歩
道
に
近
す
ぎ
る
、
②
セ
ブ
ン

イ
レ
ブ
ン
に
出
入
り
す
る
車
の

た
め
の
歩
道
の
切
り
下
げ
が
大

き
す
ぎ
信
号
の
設
置
場
所
が
な

い
、
と
の
こ
と
で
今

回
は
見
送
り
と
な
り

ま
し
た
。

⒝
南
平
７
丁
目
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
前
⒝

横
断
歩
道
・
信
号
機
設
置
見
送
り
に

駅
ホ
ー
ム
の
幅
員
が
狭
く
、
転

落
な
ど
の
懸
念
が
上
が
っ
て
い
た

JR
日
野
駅
で
昨
年
12
月
７
日
、
転

落
事
故
が
発
生
。
転
落
さ
れ
た
方

が
重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
日
野
市

に
対
し
、
駅
ホ
ー
ム
の
安
全
対
策

と
し
て
緊
急
に
人
員
を
配
置
す
る

と
と
も
に
、
１
日
も
早
く
ホ
ー
ム

ド
ア
を
設
置
す
る
よ
う
JR
東
日
本

へ
働
き
か
け
る
よ
う
申
し
入
れ
ま

ま
し
た
。

な
お
今
後
、
党
市
議
団
と
し
て

も
JR
東
日
本
や
京
王
電
鉄
に
対
し

て
、
同
趣
旨
の
申
し
入
れ
を
行
う

予
定
で
す
。

市
内
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
の
実
証
実
験
が
始

ま
り
ま
す
。

期
間
は
令
和
７
年
１
月
15
日
か
ら
令
和
９
年

１
月
14
日
ま
で
の
２
年
間
。
運
行
地
域
は
日
野

駅
か
ら
甲
州
街
道
駅
周
辺
の
地
域
。
乗
降
ポ
イ

ン
ト
は
55
ヶ
所
設
置
さ
れ
、
運
賃
は
大
人
３
０

０
円
、
小
学
生
・
障
害
者
・
介
護
者
２
０
０
円

な
ど
で
完
全
予
約
制(

直
前
予
約
可)

で
す
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
ミ
ニ
バ
ス
、
ワ
ゴ

ン
タ
ク
シ
ー
と
と
も
に
、
新
た
な
デ
マ
ン
ド
交

通
の
導
入
に
よ
り
、
交
通
空
白
地
域(

面
積
で

市
域
の
26
％)

を
解
消
す
る
よ
う
提
案
し
て
き

ま
し
た
。
実
証
実
験
を
踏
ま
え
つ
つ
も
丘
陵
地

域
な
ど
、
一
刻
も
早
い
市
内
交
通
空
白
地
域
へ

の
全
面
的
導
入
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

日
野
市

デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

実
証
実
験
を
開
始

福祉人材奨学金返還支援事業が始まる

日野市内に住みながら、市内の福祉事業所に就職する

方を応援する事業として、奨学金返還支援事業が１月14

日から始まります(通年受付)。

奨学金返還の一部を助成する事業で、助成額は年額最

大５万円で助成期間は最大５年間。対象となる奨学金は、

日本学生支援機構や地方公共団体が貸与しているもの。

対象となる福祉事業所は、高齢者、障害者、児童等の法

律の規定等に基づき設置されている事業所・施設となっ

ています。

JR
日
野
駅
ホ
ー
ム
で
転
落
事
故

ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
な
ど

安
全
対
策
が
急
務

息
災
を
願
っ
て

◀
高
幡
不
動
尊
初
詣
で


